
東海道駿河以東：静岡伝馬町-日本橋―① 平成 20 年 12 月 20 日 あきやま
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東海道静岡以東：01伝馬町ー草薙ー清水追分

菩提院
由比正雪の墓がある。元は静岡市寺町に
あったのが区画整理で寺と共にここに移される。
首は安倍川原に晒されていたのを知り合いの
女性がが盗んで寺に葬ったという。

護国神社

華陽院
家康の祖母、源応尼の墓がある。
源応尼（華陽院）は水野忠政との間に
於大を生む。於大は松平清康と結婚
家康を生む。家康、今川に人質の時
華陽院に育てられる。
家康の五女市姫、側室お久の方の
墓もある。

旧東海道記念碑 大鳥居から1.2KM。その昔、日本武尊が東征の折り
この辺りの盗賊に草原に誘い出され、火を放たれ
焼き殺されそうになった時、天叢雲剣で草を刈り、
火打石で賊に向かって火をつけ難を逃れたという。
この伝説から尊を祭神に草薙神社が創建される。
境内には樹齢1000年を越える大楠がある。秋祭りの
龍勢花火（江戸時代までのろしとして打ち上げられる）
は有名。

梶原景時は頼朝の死後、二代目頼家に憎まれ
たので身の危険を感じ一族 33人で逃げる途中、
清見ヶ関辺りで土豪に襲われ、狐ヶ崎まで逃れて
一族自害。地元民が供養塚を建てる。

昭和37年、国鉄操車場、土地区画整理事業で
街道は分断され、消滅。地下道（北村地下道）
で向う側に出る。

橋を渡らずに道路の歩道に下りる

この辺り住宅

この辺り古くは地蔵ヶ原と云われていた
鎌倉時代以前に創建されていたと云う。
長寿、安産、子育ての守護神。
天正10年(1582)家康は江尻城主の穴山梅雪
とここで会う、梅雪は、家康に降る。

上原子安地蔵堂

毘沙門堂
追分

正治2年（1200）

ふるしょう

正雪像

長沼一里塚

家光の時代に徳川体制を強固にするために外様大名を
中心に改易や減封が行われ多くの浪人が出た。

4月、家光が病没し11歳の家綱が後を継ぐことになった。
幼君と知った正雪は浪人救済ほかで幕府転覆を企てた。

再仕官もままならず不満が蔓延したころ、慶安4年(1651)

同士、丸橋忠弥が江戸、正雪が京都で、金井半兵衛が
大坂で、蜂起する予定であったが、奥村八左衛門の密告

正雪は軍学者、江戸で軍学塾”張孔堂”を開き人気があった。

慶安事件 （由比正雪の乱）

で失敗。正雪、駿府で自害。忠弥、江戸鈴ヶ森で処刑さる。


